
 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

『新板
しんぱん

塵劫記
じんこうき

』（３巻１冊） 

吉田光由(1598-1672) 編 

江戸時代 寛文 13(1673)年 刊 

 

『塵劫記』は吉田光由(1598-1672)による、寛永４(1627)年初版の中国を源流と

する東洋数学を多数の例題やイラストで分かりやすく紹介した算術書である。多くの

階層に読まれたとされており、人気を博し版を重ねた。 

本書は寛永 20(1643)年版とほぼ同じ内容で、吉田光由が没した翌年に発刊された

版である。 
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